
掴上田市役所(固⑫4100)

(国@4100)

・市政提言電話(固@2539)

・市政提言FAX(困@5111)

・インターネット上田市のホームページ

U R L http://www.city.ueda.nagano.jp/ 
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、lt尾新市長初脅庁
れ、職員代表らから花束が贈られました。

新市長は、「人を大切に、優しいあた

たかい市政を目指して、市民の対話と参

加による聞かれた市政を進めたい」とあ

いさつO 大きな拍手に包まれました。

(関連記事2・3ページ)

3月22日の市長選挙で初当選を果たし
た平尾哲男市長 (64)が、 30日、初登庁

しました。

出迎えの市民、職員 らの拍手に迎えら

れ、新市長は市役所に到着。 ファンファー

レとともに市長就任を祝うくす玉が割ら

※今月から「広報うえだJ16日号は、今まで別に発行していた「教育うえだ」と一冊に合わ
せて発行します。それにあわせ、紙面も模様替えしました。引き続きご愛読をお願いします。



平
尾
哲
男
・
第
日
代
上
田
市
長
、

初
登
庁
日
と
な
っ
た

3
月
初
日
。
市

役
所
正
面
玄
関
前
で
は
お
お
ぜ
い
の

市
民
、
市
議
会
議
員
、
職
員
が
、
新

市
長
を
拍
手
で
迎
え
ま
し
た
。

お
祝
い
の
く
す
玉
が
割
ら
れ
、
花

束
を
贈
ら
れ
た
新
市
長
は
、
「
人
を

大
切
に
、
優
し
い
あ
た
た
か
い
市
政

を
目
指
し
て
、
対
話
と
参
加
に
よ
る

聞
か
れ
た
市
政
を
進
め
た
い
。
皆
さ

ん
、
一
丸
と
な
っ
て
上
田
市
発
展
の

た
め
に
汗
を
流
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

こ
の
後
市
役
所
内
で
の
着
任
式
で

は
、
職
員
に
対
し
、
「
人
に
優
し
い

と
い
う
こ
と
は
、
職
員
が
楽
を
す
る

と
か
早
く
帰
れ
る
と
か
、
そ
ん
な
甘

い
こ
と
で
は
な
い
。
市
民
の
た
め
に

尽
く
す
と
い
う
こ
と
だ
」
と
強
調
。

ま
た
、
「
自
由
に
物
の
言
え
る
職
場

づ
く
り
を
し
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、

[2J 

上
田
市
発
展
の
た
め
に
尽
力
し
て
ほ

し
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

園
着
任
あ
い
さ
つ

皆
さ
ん
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
ん
な
に
お
お
ぜ
い
の
皆
さ
ん
の
お

出
迎
え
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
感
激

を
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
び
の
選
挙
に
お
き
ま
し
て

市
長
と
い
う
職
責
を
与
え
ら
れ
た
わ

け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
選
挙
は
も
う

終
わ
っ
た
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し

こ
り
は
一
日
も
早
く
水
に
流
し
て
い

た
だ
き
、
上
田
市
の
発
展
の
た
め
に

ご
尽
力
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
し
、
私
も
そ
ん
な
つ
も
り
で
お
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

私
は
、
終
始
人
を
大
切
に
、
優
し

い
あ
た
た
か
い
市
政
を
目
指
し
ま
し

て
、
対
話
と
参
加
に
よ
る
聞
か
れ
た

市
政
を
進
め
た
い
と
、
こ
ん
な
ご
く

平
凡
な
言
葉
で
訴
え
て
き
た
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
市
民
の
皆

さ
ん
が
た
、
そ
れ
か
ら
市
議
会
の
皆

さ
ん
が
た
、
そ
し
て
職
員
一
同
一
丸

と
な
っ
て
上
田
市
発
展
の
た
め
に
汗

を
流
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
ご
指
導
、
ご
し
っ

た
、
ご
協
力
の
ほ
ど
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
に

か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
当
に
今
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

10.4.16 



竹
下
前
市
長

3
月
幻
日
に
退
任

作品を
募集します

「ふるさと上回の風景」
写真展

1
期

4
年
に
渡
り
市
政
を
担
当
し
、

上
田
市
発
展
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
た

竹
下
悦
男
前
市
長
(
位
)
が
、

3
月

幻
日
、
任
期
満
了
に
と
も
な
い
退
任

ーレ土品
7

レ
や
~
。

市
役
所
正
面
玄
関
前
で
の
退
任
の

あ
い
さ
つ
を
済
ま
せ
る
と
竹
下
前
市

長
は
、
市
消
防
音
楽
隊
に
よ
る
「
蛍

の
光
」
の
演
奏
が
流
れ
る
中
、
市
民
、

市
議
会
議
員
、
職
員
の
拍
手
に
送
ら

れ
、
市
役
所
を
後
に
し
ま
し
た
。

4
年
間
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
0

.
退
任
あ
い
さ
つ

私
の
退
任
に
あ
た
り
、
こ
の
よ
う

に
お
お
ぜ
い
の
皆
様
に
お
集
ま
り
い

た
だ
き
、
お
送
り
い
た
だ
く
こ
と
を

本
当
に
う
れ
し
く
存
じ
て
い
る
と
こ

市では、景観および花と緑のまちづくりに

対する啓発活動の一環として、「ふるさと上

田の風景」写真展の作品を募集しますO

マテーマ 市内で撮影した景観および緑化

に関する作品(山や川、田園などの自然風景。

花や緑のある風景。古いまち並みなど歴史・

文化的な遺産。上信越道や北陸新幹線に代表

される都市景観など) マサイズ カラープ

リント四ツ切り マ期限 11月12日(木)マ提

出先景観建築課(本庁舎4階・固@543

0) マ写真展 11月19日(木)から同23日(月)ま

で、中央公民館展示室で開催予定。 マその

他 ①応募は一人5点まで。 ②画題、撮影

場所、住所、氏名、電話番号を書いて、写真

の裏側に貼ってください。 ③応募者全員に

記念品を贈呈。作品は展示後お返しします。

最終審査
結果発表/

舗コンクール ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
ま
さ
に
地
方
の
時
代
、
地
方
分

権
の
時
代
、
と
い
わ
れ
て
い
る
と
き

で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
こ
へ
加
え
ま
し

て
、
こ
の
地
は
、
や
っ
と
高
速
道
、

新
幹
線
も
通
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
言
い
ま

す
と
、
い
か
に
こ
の
上
田
が
素
晴
ら

し
い
個
性
的
な
ま
ち
と
し
て
成
長
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
、
そ
し
て
活

力
に
富
み
、
ま
た
、
幸
せ
い
っ
ぱ
い

の
ま
ち
に
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い

か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
い
っ

た
何
か
多
く
の
課
題
を
投
げ
か
け
ら

れ
て
い
た
、
こ
の

1
期
4
年
間
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
民
主
主
義
の
原
則
に
従
っ

て
、
市
長
の
職
を
去
る
わ
け
で
あ
り

ま
す
が
、
私
の
心
の
中
は
、
ま
さ
に

正
々
堂
々
と
こ
の
職
を
去
る
、
と
い

う
感
じ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
や
、
本

当
の
地
域
社
会
の
あ
る
べ
き
姿
を
見

通
し
て
、
ま
い
進
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
時
代
を
迎
え
て
お
る
わ
け
で
あ

り
ま
す
。
引
世
紀
も
視
野
に
入
れ
、

素
晴
ら
し
い
地
域
守
つ
く
り
に
、
新
市

長
に
、
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
こ
と

を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
し
て
、
東
信
の
母
都
市
と
し
て
、

次
の
市
政
が
輝
く
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
と
れ
る
こ
と
も
心
か
ら
期
待
し
、

関
係
者
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
心
か
ら

お
祈
り
し
、
こ
の
職
を
去
り
ま
す
。

本
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

3月13日、第6回庖舗コンクール(主催…上

田商工会議所)の最終審査が行われ、同25日に

表彰式が聞かれました。

審査の内容は、入りやすさ、買いやすさ、

清潔感、豊富感、季節感、明るさ、陳列技術

など。

各賞と表彰庖舗は次のとおりで、すO

・上田市長賞…みす Y飴本舗

(株)飯島商庄

・上田商工会議所会頭賞

…ジュエリー東京中央庖

.上田市商庖会連合会長賞

・・・アップルツリー

.上田商業21世紀会長賞

…(株)萩原商庖 ボンはぎわら

・優良庖賞・・・・・・惰)八幡屋百貨庖

アロマブルーム上田中央庖

.優良庖賞・・・・・・惰)若林陶器庖

70.4.76 [3J 
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祝日・休日はごみの収集

はお休みします。集積所に

ごみを出さないでくださ~ ¥0 

きれいな環境で、

デンウィークを過ごしまし

.問い合わせ環境業務課

(固⑫0666)

月日 ごみの収集 クリーンセンター受け入れ

4月29日(水)
お休み お休み

みどりの日
5月3日(日)

お休み お休み
雲法記念日

5月4日(月)
お休み お休み

休 B 
5月5日伏)

お休み 平常どおり
こどもの日

」一一一ーー

豆

)> 

↓
 。
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募集

クリーンセンター受け入れ時間

午前...8 時30分~11 時45分、午後… 1 時~ 4 時

「
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
非
常

通
信
協
力
会
」
会
員
募
集

総
務
課

(固
⑫

5
3
3
2
)

ア
マ
チ
ュ

ア
無
線
を
用
い
て
災
害

時
に
お
け
る
情
報
収
集

・
伝
達
の
充

実
を
図
る
た
め
、
上
田
市
の
組
織
と

は
別
に
「
上
田
市
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線

非
常
通
信
協
力
会
」
が
先
月
発
足
し

土
仇
1レ
ゃん
。

こ
の
協
力
会
は、

上
田
市
内
と
そ

の
周
辺
で
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し、

ま
た
は
発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
場

合
に
お
い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神

に
基
づ
き
、
市
に
協
力
し
て
災
害
時

に
お
け
る
情
報
収
集

・
伝
達
を
行
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
現
在
、

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
入
会
資
格
上
田
市
内
に
在
住
か

勤
務
す
る
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
免
許
所

持
者
で
、
協
力
会
の
目
的
に
賛
同
し

て
い
た
だ
け
る
か
た

市役所代表電話

回22-4100
困25-4100

同

o 
)> 

創
造
館
の
催
し
・
講
座

参
加
書
嚢

上
田
創
造
館

(固
⑧
1
1
1
1
)

.
連
休
中
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
投

影
j
春
の
星
空
と
星
の
身
体
測
定
j

マ
と
き

5
月

2
日
出

1
5
日

ω

午
前
日
時
j

(5
月

2
日
を
の
ぞ
く
)

.
午
後

1
時
別
分

1
・
午
後

3
時

i

マ
入
場
料
小
・
中
学
生
:
・
無
料
、

高
校
生
以
上
の
学
生・

:
2
1
0円、

一
般・

:
2
6
0
円

-
第
叩
回
記
念
長
野
県
農
民
美
術

連
合
会
作
品
展
(
入
場
無
料
)

マ
と
き

5
月

2
日
出
(
〉
げ
日
間

午
前

9
時

i
午
後

4
時
初
分

(最
終

日
打
日
は
午
後

4
時
ま
で
)

-
第

2
土
曜
日
『
学
習
施
設
の
開
放
』

j
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
春
の
星
座
を

見
つ
け
よ
う
/

j

マ
と
き

5
月

9
日
出
午
前
叩
時

i
、
午
前
日
時

1
(開
始
印
分
前
に

は
来
室
を
)

マ

定

員

各

国

先

着

1
0
0名
マ

入

場

料

無

料

マ

そ

の

他

参

加

者
に
は

「
簡
易
春

の

星
座
早
見
盤
」
を
さ
し
あ
げ
ま
す
0

・
折
り
紙
教
室

マ
と
き

5
月
幻
日
出
午
前
日
時

j
正
午
、
午
後

1
時
j
同

3
時

内
容
折
り
紙
で
お
話
を
折
ろ
う

マ
参

加

料

一

人

3
0
0円

マ
持

ち
物
お
持
ち
帰
り
用
の
袋

圃
星
空
観
望
会
(
参
加
無
料
)

マ
と
き

5
月
初
日
出
午
後

7
時

別
分

1
9時
(
叩
分
前
ま
で
に
来
場

を
)

マ

そ

の

他

雨

天

・

曇
天
時

は
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
説
明
(
小
・

中
学
生
は
保
護
者
同
伴
で
お
出
か
け

く
だ
さ
い
)

-
第

2
土
曜
日
・
第

4
土
曜
日

『
施
設
無
料
開
放
』

5
月

9
日
と
同
お
日
は
小
・
中
学

生
と
同
伴
の
保
護
者
の
か
た
は
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
室
・
民
俗
資
料
館
・
体

育
館
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

講座名 実施日 対象者 陣(先着l国受講料 申し込み(電話で)

親子パソコン教室 5月9日比) IJ¥.中学生
20名 500円

5月2日(土)
(絵手紙を書こう)午前日時30分~午後3時30分 の子と親 午前9時から

中・晶年入門 5月12日(火) 50歳以上
20名 1000円

5月5日(火)
/'¥ソコン事女室 午前9時~午後4時 の初心者 午前9時から

パソ コン教室 5月16日仕) 16歳以上
20名 3000円

5月10日(日)
(基礎編) 午前9時~午後4時 の初心者 午前9時から

夜間パソ コン 5月20日(水)・21日(木)16歳以上
20名
3000円 5月10日(日)

教室(基礎編) 午後6時30分~9時30分 の初心者 (テキスト代を含む)午後1時から

パソコン教室 5月30日(土)・31日(日)16盤以上でキーボード・
20名 6000円

5月23日(土)
(ワープロ編)午前9時~午後4時 マウスを担えるかた 午前9時から

パソコン教室

マ

田

園

一
不
用
口
聞
に
な
っ
た
も
の
、
ぼ
一

回
固
一
位
郡
古
削
仰
は
刊
一

因
園
注
入
注
目
2

11111、一

不
用
品
の
登
録
に
つ
い
て
は
、
す

べ
て
無
料
の
も
の
の
み
で
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い

。
登
録
期
間
は

6

か
月
で
す
。

マ
カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト

マ
L
P
ガ

ス
用
湯
沸
か
し
器

マ
ふ
ろ
釜

(灯

油
)

マ

本
棚

マ
ス
ケ
ー
ト
靴

(
M
側)

マ

ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト

マ
ス
キ
l
ウ
ェ
ア

(男
性
用
上
下
・

女
性
用
上
下
)

マ
鳥
か
ご

マ
ク
ー

ラ
ー
バ
ッ
グ

マ
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ

レ

(未
使
用
)

マ

大
人
用
お
む
つ

マ
流
し
台

(石
製
外
用
)

マ
五

月
人
形
一
式

(か
ぶ
と
他
)

マ
ガ

ラ
ス
テ
ー
ブ
ル

マ
ド
レ
ッ
サ
ー

マ
カ
ラ

l
ボ
ッ
ク
ス

マ
畳

ベ
ッ
ド

マ
夏
用
マ
マ
コ
l
ト

マ
子
ど
も

服

(男
・
女
児
用
、
サ
イ
ズ
:
・
卯
・

1
0
0
・
1
4
0
・
1
5
o
m
)

マ
だ
っ
こ
ひ
も

マ
全
自
動
洗
濯
機

マ
掃
除
機

マ
オ
ー
デ
ィ
オ
セ
ッ

ト

マ
自
転
車

マ
マ
ウ
ン
テ
ン
バ

イ
ク

マ
ガ
ス
オ
ー
ブ

ン

マ
電
子

レ
ン
ジ

マ
都
市
ガ
ス
用
ガ
ス
レ
ン

ジ

マ
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ド

マ
食
卓

テ
ー
ブ
ル

(い
す
付
き
)

ス
キ
ー

セ
ッ
ト

(大
人
・

子
ど
も
用
)

マ

ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー

マ
学
生
服

(サ

イ
ズ
・

:
1
6
5
1
1
7
0
9

マ

生
ご
み
た
い
肥
化
容
器

マ
毛
糸

マ
エ
レ
キ
ギ
タ

l
・
ア
ン
プ
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『卓球温泉・ピンポン大会in~IJ所温泉』
昨年の夏、上田でロケ撮影された映画『卓球温泉』の

公開に先立ち、映画の趣旨に乗っ取った思いやりのピン

ポン大会(いかにラリーが続くかを競う)を開催します。

当日は、映画監督の山川元さんや、映画で若だんなを

演じた俳優・山中聡さんも参加します。申し込みは4月

25日までに事務局(別所温泉観光協会内・固⑬2020、

⑧351 0)へ問い合わせください。応援も大歓迎です0

.とき 5月10日(日)(午前8時~午後3時ころ)

・会場 旧西塩田小学校体育館(ロケした場所)

お知らせ

ね
凶
で
す
。

こ
の
区
域
の
図
面
な
ど
は
、
水
道

局
計
画
管
理
課
(
市
役
所

1
階
)
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

-
水
洗
化
工
事
は
一
日
も
阜
く

告
示
さ
れ
た
区
域
の
皆
さ
ん
は
、

法
令
に
よ
り
、
告
示
の
日
か
ら

6
か

月
以
内
に
台
所
・
ふ
ろ
・
洗
面
所
な

ど
の
排
水
を
公
共
下
水
道
に
接
続
す

る
た
め
の
設
備
を
新
設
し
て
い
た
だ

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
(
ト
イ
レ

の
水
洗
化
に
つ
い
て
は

3
年
以
内
)
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

-
建
設
工
事
に
ご
協
力
を

下
水
道
管
の
布
設
工
事
な
ど
に
よ

り
、
関
係
地
区
の
皆
さ
ん
に
は
通
行

相談名 日 時 会場など

5月8日(創
法 律 相 日炎 13:30""'15:30 

市役所(予約制) 5月22日(掛 生活環境課
13:30""' 15:30 (本庁舎1階)

土地建物相談
5月14日(桐 @ 8 4 13:00----16:00 

人権・悩みごと相談
5月7日(木) 人権同和対策課
13:00----16:00 。(南庁舎1階)

農地問題相談
5月1日(創 O 農業委員会
8 :30""'17:00 (本庁舎2階)

イ寸 政 中目 吾~~ 5月11日(月)
上回西武10:00""'15:00 

心配ごと相談
毎週火曜日
1 0:00----15:00 

福祉よろず相談
毎週月~金曜日
9・00----16: 00 

社(fi会@福8祉O協8議O会) 
法 律 本目 日炎 5月16日仕)
(予約制) 10:00----正午

児 童 中目 談
毎週土曜日
13 : 30""'15 : 30 

車吉 ま寄 相 談
毎週水曜日

社(岱会⑫福3祉O協8議2会) 10 : 00----15 : 00 
法 律 相 談 5月21日(木)
(予約制) 10:00----11 :30 

上(岱回@商4工5会O議O所) 
保険年金棺談

毎週月~金曜日
9 :00--.;16:00 

市民事 相談 毎週月~金曜日
市
生活環境課

交通 故相談 9 :00--.;16:00 (本庁舎1階)

見 z呈"'=.呈 キ自 吾B火4 毎週月~金曜日 f支 福祉課
9 :00""'16:00 (fi③2000) 

母 子 相 吾畝"と〈 毎週月~金曜日 所 福祉課
9 :00----16:00 (内線1608)

毎週月~金曜日
高齢者職業相談室

高齢者職業相談 (上回パートサテライト内)
8 :30--.;17:00 (fi③801 1) 

保育・子育て相談 毎週月~金曜日
(電話相談) 9 : 00""'16 : 00 

保育・子育て相談 毎週火・木曜日 南部(fi保@育3園O内9相6談)室
(面接相談) 9 :00""'16:00 

月の相E炎

公
共
下
水
道

供
用
開
始
区
域
が
拡
大
に

計
画
管
理
課

(固
⑫
8
2
4
3
)

平
成

9
年
度
新
た
に
供
用
を
開
始

す
る
区
域
が

3
月
白
日
付
け
で
告
示

さ
れ
ま
し
た
。

今
回
告
示
さ
れ
た
主
な
区
域
は
、

新
田
、
上
川
原
柳
町
、
国
分
、
染
屋
、

長
島
、
蛇
沢
、
金
井
、
山
口
、
分
去
、

大
湯
、
な
ど
の
一
部
で
面
積
は
、
日
・

止
め
な
ど
た
い
へ
ん
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
詳
し
い
工
事
の
日
程
は
、

自
治
会
な
ど
を
通
じ
て
連
絡
し
ま
す
。

上
・
下
水
道
工
事
と

故
障
修
理

上
水
道
課

(固
⑫
5
4
3
4
)

計
画
管
理
課

(固
⑫
1
3
1
3
)

-
上
下
水
道
給
水
・
排
水
設
備
工
事

の
指
定
工
事
業
者
制
度
が
変
更
に

上
下
水
道
の
工
事
は
、
今
ま
で
市

の
指
定
を
受
け
た
市
内
の
指
定
業
者

が
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

4
月

1
日

か
ら
、
市
内
だ
け
で
な
く
、
市
外
の

業
者
も
市
の
指
定
を
受
け
れ
ば
、
設

備
工
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
水
道
に
つ
い
て
は
、
国
の
法
律

改
正
が
あ
り
、
ま
た
下
水
道
に
つ
い

て
も
国
の
指
導
か
ら
、
工
事
を
す
る

業
者
の
指
定
要
件
が
そ
れ
ぞ
れ
変
わ
っ

た
た
め
で
す
。

-
上
下
水
道
故
障
修
理
の
方
法
は
:
・

①
あ
な
た
の
家
の
上
下
水
道
工
事
を

し
た
業
者
へ
直
接
、
故
障
修
理
を
依

頼
す
る
(
ど
こ
の
工
事
庖
で
工
事
を

し
た
か
調
べ
て
お
き
ま
し
ょ
う
)
。

②
日
ご
ろ
か
ら
知
っ
て
い
る
業
者
へ

故
障
修
理
を
依
頼
す
る
。

③
故
障
修
理
当
番
業
者
に
依
頼
す
る

(
当
番
業
者
に
つ
い
て
は
、
後
日
当

番
表
を
各
戸
に
配
付
し
ま
す
)
。

*
た
だ
し
県
営
水
道
地
域
の
皆
さ
ん

の
上
水
道
故
障
に
つ
い
て
は
、
県
営

水
道
修
繕
セ
ン
タ
ー
へ
依
頼
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
被
災
後

上
田
在
住
の
皆
さ
ん
へ

総
務
課

(固
⑫
5
3
3
2
)

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
い
て
被

災
し
、
ま
だ
義
援
金
の
申
請
を
し
て

い
な
い
か
た
は
、
平
成
日
年

3
月
白

日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
当
初
本
年

3
月
汎
日
ま
で

と
し
て
い
た
住
宅
助
成
金
(
持
家
修

繕
助
成
、
賃
貸
住
宅
入
居
助
成
、
住

宅
再
建
助
成
)
に
つ
い
て
も
、
平
成

日
年

3
月
白
日
ま
で
と
な
り
ま
し
た
。

配分項目 申請書提出先・問い合わせ

死亡者・行方不明者見舞金
住宅損壊見舞金 兵庫県南部地震災害義援金
重傷者見舞金

募集委員会事務局要援護家庭激励金
被災児童・生徒教育助成金 固078-362-4560
被災児童特別教育資金

住宅関連助成金
持家修繕助成 被災時の住所地の
賃貸住宅入居助成
住宅再建助成 市役所・役場の担当課

生活支援金(当初分・追加分とも)

※既にこれらの義援金を受けられたかた・申請したが認められなかっ

たかたは、該当しません。

.義援金の配分項目と申請先

10.4.16 [5J 



「一日合同行政相談所』
5月8日に開設します

.行政相談委員(敬称略)

行政について苦情・要望・意見などお持ちの

かたはどうぞ。

bとき 5月8日働午前10時~午後3時 b 
ところ 上田西武ギャラリ- [>参加機関 弁

護士、法務局、税務署、県地方事務所・建設事

務所、市役所、長野行政監察事務所、行政相談

委員じ〉問い合わせ生活環境課(固⑫5120)

税
金
納
付
直
後
の

納
税
証
明
書
の
交
付

収
税
課
(
固
⑧
5
1
1
7
)

税
金
を
納
付
さ
れ
て
か
ら
、
市
役

所
で
収
納
の
確
認
が
で
き
る
ま
で
数

日
か
か
り
ま
す
。

そ
の
聞
に
納
税
証
明
書
が
必
要
な

場
合
は
、
納
付
の
有
無
の
わ
か
る
も

の
(
領
収
書
ま
た
は
記
帳
し
た
通
帳
)

と
印
鑑
を
お
持
ち
に
な
り
、
収
税
課

(市
役
所

1
階
)
ま
た
は
各
支
所
の

窓
口
で
交
付
を
受
け
る
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。

ま
た
、
自
動
交
付
機
で
も
市
が
収

納
の
確
認
が
で
き
る
ま
で
の
期
間
は

発
行
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
お
手
数
で

す
が
前
記
の
方
法
で
交
付
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

危
険
物
取
扱
者
試
験
と

準
備
講
習
会
開
催

消
防
本
部
予
防
課

(固

⑮

0
0
2
9
)

地
方
事
務
所
総
務
課

(固

⑫

1
2
6
0
)

-
危
険
物
取
扱
者
試
験

マ
と
き

6
月
幻
日
目

マ
と
こ

ろ

市

内

(会
場
は
後
日
通
知
)

マ
申
し
込
み

4
月
お
日

ωま
で

マ
願
書
の
請
求
消
防
本
部
予
防
課

か
地
方
事
務
所
総
務
課
へ
ど
う
ぞ

-
危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

マ
と
き

6
月

4
日
附

マ
と
こ

ろ
上
田
市
民
会
館

マ
申
し
込
み

4
月
お
日

ωま
で
に
消
防
本
部
予

防
課
ヘ

マ
受

講

料

有

料

国
民
年
金

保
険
料
の
改
定

国
保
年
金
課

(
固
⑧
4
1
0
0

困
1
3
6
5
・
1
3
6
6
)

-
前
納
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
年
度
国
民
年
金
保
険
料
は
、
次

の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
保
険
料
を
毎
月
納

付
す
る
よ
り
年
間
ま
た
は

6
か
月
分

を
前
納
す
る
と
、
保
険
料
が
割
引
に

な
り
お
得
で
す
(
表

1
)。

-国民年金保険料と前納割引(表1)

区 分 毎月納付の保険料 前納の種類 前納の保険料 割号|額 車内 期

月額
年間前納 155，750円 3，850円 4月30日

前期分

定額保険料
13，300円 157，840円

4月30日
年額 6か月前納 (78，920円 1，760円

後期分
159，600円 x2回)

10月30日

月額
年間前納 160，430円 3，970円 4月30日

定額保険料 前期分

+ 
13，700円 162，580円

4月30日
付加保険料

年額 6か月前納 (81，290円 1，820円
後期分

164，400円 x2回)
10月30日

市
職
員
人
事

ω5 
附

-
部
長

マ
財
政
部
長
・
市
民
生
活
部
長
事
務
取
扱

(助
役
)
加
藤
勝
彦

マ
乳
児
院
長
事
務
取

扱

(
健
康
福
祉
部
長
)
内
藤
政
則

マ
管
理

課
長
事
務
取
扱
(建
設
部
長
)
中
沢
宮
彦

マ
市
民
会
館
長
事
務
取
扱

(教
育
次
長
)
宮

下
明
彦

聞
課
長

マ
福
祉
課
母
子
児
童
係
長
・
福
祉
事
務
所
母

子
児
童
係
長
事
務
取
扱

(
福
祉
課
長
)
関
陽

マ
警
防
第
二
課
長
・
上
田
南
部
消
防
署
長

兼
務

(警
防
第
四
課
長
・
川
西
消
防
署
長
)

小
出
光
夫

圃
諜
長
補
佐

マ
保
苔
課
課
長
補
佐
兼
城
下
保
育
園
長

(保

-
給
付
額
の
引
き
上
げ

老
齢
基
礎
年
金
等
の
給
付
額
が

4

月
か
ら
改
正
に
な
り
ま
し
た
(
表
2
)
0

.
前
納
者
等
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

保
険
料
を
口
座
振
替
ま
た
は
年
間

前
納
で
納
付
し
た
か
た
の
う
ち
、
抽

選
で
保
養
セ
ン
タ
ー
へ
の
宿
泊
券
等

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

マ
対
象
者

間
年

3
月
分
の
保
険

一

F
h
d
4斗
「
O
F
h
u
n
u
n
U

一

n
u
d
n
u
d
n
u
d
n
J
L
n
u
d
n
H
U

一

7
1
n
u
7
s
n
U
Q
u
q
u

一

1
h
7
1
門
U

一

n
H
U
n
H
u
n
H
u
n
H
u
n
H
u
n
H
U

--

1
1
1
1
5
n
J
 

r
d
ι

一

n
H
U
n
H
u
n
H
U
4E
E
F
h
d
n
h
u

E
L
一

マ
l
G
d
守

l
n
u
n
O
円
/
』

司
君

一

1
h
7
1
川
U

げ
一

U

)

)

上

一

船

船

わ

本

算

吉

↑

川
小
川
伊
@
細

引
一

金

金

金

の
一

年

年

年

額

一

礎

礎

礎

付
一

基

基

基

治

齢

害

族

E

老

障

遺

999，400 
799，500 
1，029，500 
(799，500) 
(230，000) 

981，900 
785，500 
1，011，500 
(785，500) 
(226，000) 

障害年金(1級)
(2級)

母子年金(子1人)

(基本)

(母子加算)

「氏名 住所 ・電話
一→トー

殿城1290 
三井 宣茂 圃@l5425

古安首3986
坂田 =再t三E 

固@2457

J車子 常磐城 ?__~A_ ~__E3_____.1
関 J円 固@1466 I 

長谷川芽生
御所205-11

圃@l1400

育
課
課
長
補
佐
兼
泉
田
保
青
園
長
兼
小
泉
保

育
園
長
)
勅
使
川
原
富
美
子

マ
保
首
課
課

長
補
佐
兼
室
賀
保
育
園
長

(保
育
課
課
長
補

佐
兼
城
下
保
育
園
長
)
宮
下
法
子

マ
上
田

南
部
消
防
署
F

予
防
係
長
兼
務
(警
防
第
二
課

課
長
補
佐
・
上
田
南
部
消
防
署
副
署
長
兼
庶

務
係
長
)
小
林
良
次

-
係
長

マ
泉
田
保
育
園
長
兼
小
泉
保
育
園
長

(神
川

第
一
保
育
園
長
)
保
屋
野
文
子

マ
神
川
第

一
保
育
園
長

(塩
田
北
保
育
盟
主
査
)
松
井

英
子

マ
神
科
第
一

保
育
園
長

(北
保
育
園

主
査
)
宮
下
千
栄
子

マ
豊
殿
保
育
園
長

(
茜
塩
田
保
育
園
主
査
)
清
水
芳
子

マ
第

一
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
第
一
給
食
係
長

(第

一
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
主
査
)
坂
口
弘
子

マ
第
二
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
第
二
給
食
係
長

(体
育
課
付
主
査
)
渡
辺
徹

料
を
口
座
振
替
に
よ
り
納
付
し
た
か

た
、
日
年
度
分
の
保
険
料
を
前
納
し

た
か
た
マ
応
募
方
法
は
が
き
に

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番

号
と
口
座
振
替
か
前
納
を
記
入
し
、

5
月

8
日
働
ま
で
に
、
干

3
8
0
1

8
5
7
0長
野
市
南
長
野
県
庁
社

会
部
国
民
年
金
課
内
「
前
納
・
口
座

振
替
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
」
へ
ど
う
ぞ
。

409，600 
316，500 

799，500 

1，527，800 

(799，500) 
(268，300) 
(460，000) 

402，400 
314，100 

785，500 

1，501，1 00 

(785，500) 
(263，600) 
(452，000) 

障害年金・遺族年金
(最低保障額、 旧法)

遺族年金
(2子・最低保障額、旧法)

老齢福祉年金

一部支給停止後の額

(基本)

(寡婦加算)

(加算)

[6J 70.4.76. 

『憲法は明るい社会の道しるべ』5 月 1 日 ~7 日は憲法週間



健全な国保財政運営のため
保険税の税率が変わります

再
生
紙
を

使
い
ま
し
ょ
う
/

環
境
業
務
課

(固
⑫
0
6
6
6
)

.
古
紙
の
状
況

資
源
回
収
の
取
り
組
み
は
皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

回
収
量
も
年
を
追
う
ご
と
に
増
加
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
特
に
古
紙
に

つ
い
て
は
全
国
的
に
古
紙
の
資
源
回

収
が
行
わ
れ
た
こ
と
、
圏
内
経
済
の

長
期
停
滞
、
ア
ジ
ア
経
済
市
場
の
急

速
な
悪
化
な
ど
古
紙
を
取
り
巻
く
環

境
が
急
変
し
て
お
り
需
要
が
盛
り
上

が
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の

3
月
か
ら

は
ダ
ン
ボ
ー
ル
と
古
布
も
市
か
ら
再

生
業
者
へ
の
引
き
渡
し
価
格
が
ゼ

ロ

円
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の

ま
ま
の
状
態
で
推
移
す
る
と
、
古
紙

の
引
き
取
り
が
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

-
も
っ
と
再
生
品
を
使
お
う
/

資
源
回
収
は
回
収
物
を
原
料
と
し

て
循
環
さ
せ
る
こ
と
で
、
ご
み
の
減

量
と
資
源
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
び
ん
缶

を
含
め
た
資
源
回
収
は
ご
み
処
理
や

環
境
保
全
の
大
切
な
施
策
で
す
。

「
資
源
回
収
」
は
、
「
分
別
回
収
↓
再

生
↓
再
生
品
消
費
」
と
い
う
流
れ
に

な
っ
て
初
め
て
完
成
し
ま
す
。
し
か

し
、
資
源
回
収
が
回
収
だ
け
で
終
わ
っ

て
し
ま
う
と
、
ス
ト
ッ
ク
ヤ

l
ド
に

資
源
が
山
積
す
る
だ
け
で
、
再
生
処

理
が
で
き
ず
「
ご
み
」
に
な
っ
て
し

ま
う
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
回
収
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
再
生
品
を
使
う
こ
と
も
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
ご
家
庭
や
事

務
所
な
ど
で
再
生
紙
の
ノ

i
ト
や
ロ
ー

ル
ペ

ー
パ
ー
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

-平成10年度国民健康保険税の計算方法

国保税は¥他の社会保険等が所得比例になっているのに対

し¥所得や資産等その人の負担能力に応じた負担部分と¥一

世帯及び被保険者一人当たりに一定額とLづ負担部分とをそ

れぞれ算出し¥その合計額が税額となります。

①所得割…6.1% 
-給与所得者は

[9年中の収入金額一給与所得控除額一基礎控除 (33万

円+2万円)]X6.1% 
・給与以外の所得者は

[9年中の収入金額一必要経費(青色専従者給与額およ

び事業専従控除額を除く〉 基礎控除33万円]X6.1%

.公的年金等の収入のあるかたは

[9年中の収入金額一公的年金等控除額一基礎控除33万

円] x6.1% 
ただい昭和8年 1月1日以前に生まれたかたは¥さ

らに17万円の控除があります。
注〉土地建物等の譲渡所得については¥国保税は特別控

除前の額に税率を乗じて計算します(公共事業等で土地

建物を売却し¥譲渡所得があった場合も課税されます)。

②資産割・・・27%
固定資産税額のうち土地¥家屋にかかる部分の額x27%

③均等割…被保険者一人当たり…年 16，000円
④平等割・・・一世帯当たり............年18， 0 0 0円

-①+②+③+④=53万円を超える場合は¥53万円となり

ます(最高限度額〉

・保険税の減額

所得申告の済んでいる世帯で一定の所得額以下の場合は¥

減額制度が適用され¥均等割・平等割の部分で次のとおリ軽

減されます。

軽減の種類 軽減の条件 軽減額

世帯主及び国保加入者の
均等割(1人当たり) 9，600円

6割軽減
所得合計額が33万円以下

平等割(1世帯当たり)
10，800円

世帯の所得合計額が[33万 均等割(1人当たり) 6，400円
4割軽減 円+(24.5万円×世帯主以 平等割(1世帯当たり)

外の国保加入者数)J以下 7，200円

売却金
(万円)

1000 

。I 暗闇.一一明"'...一一切m 一一γp..1 t1 1~/Ø ~//AI O 

平成3年度平成4什ー伎 とJ1成5年l主-'J1成6年J支平成7年度 平成8年度平成9年度

500 

- 回収量 ~売却金

4.99 

回収量(t)

6000 

5000 

4000 

3000 

2000 

1000 

-昭和8年1月1日以前に生まれたかたの公的年金の所得

からは、さらに15万円を控除した額で判定します。

-国保に加入していない世帯主も減額認定の対象として計

算されます。

※国保税の納税通知書・納付書の送付は、 7月上旬になりま

す。また、納付は7月から翌年3月まで毎月の9回です。

.問い合わせ 国保年金課(直通固⑫5118・固⑫4100

困1362・1367・1368)

10.4.16 [7J 



に外野の周りは見通しが悪いので、気をつけてください。

④休場日も利用できますが、駐車場は多目的グランド横の

駐車場をご利用くださL、~ウォーキングは、長寿時代の健康づくり~

県営上田野球場の外周にウォーキングコースが完成。いつ

でも、だれでも利用できます。

じ>概要 1周 600mC100mおきに数字があります)
[>使用上の注意事項 ①左回りでお即応、します。②黄色の 県営上田野球場の窓口で、世界一周歩け走ろうの記録カー

ラインとU字溝の間のアスフアルトの上をご使用くださL、。 ドを差し上げます。記録をつけて歩くようにしましょう O

③球場内の車の走行には、じゅうぶんご注意くださL、。特 100日達成者には記念品を差し上げます。

アクアプラザ上回の教室 町?Tit!?26日ω・6月9日小 23日ω午後
アクアプラザ上田圃⑮2626 7時"-'7時50分 じ>対象 20歳以上のかた じ>定員 20

.初心者水なれ教室 名 (申し込みJIW[) [>参加料入館料のほかに、レッス

bとき 5月13日"-'7月1日の毎週水曜日、 5月15日~ ン料1回100円 b申し込み 電話か受付窓口へ
7月3日の毎週金曜日午後1時50分"-'2時50分 じ>定員 ・高齢者水中運動教室(高齢者福祉センターとの共催)

一般コース (59歳以下)各曜日ごと10名・ 高齢者コ [>とき 5月8日"-'7月24日の毎週金曜日午前11時"-'11
ス (60歳以上)各曜日ごと10名 (応募多数の場合は抽選) 時50分 じ>対象 65歳以上のかた [>定員 20名 (申 し
じ>参加料入館料のほかに、保険料など2000円 込み順) [>参加料入館料のほかに、レッスン料と保

b申し込み 4月26日(日)(必着〉までに、官製はがきに、 険料1450円 b申し込み 4月16日術"-'5月6日休)
郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号、希望曜日コー に電話か受付窓口へ じ>交通 この教室に参加するかた

ス名、病歴(心臓病、糖尿病など)を記入し、アクアプ は高齢者福祉センターのパスが利用できます。(行き・ー

ラザ上田・教室係 (干386-00-42上田市上塩尻6 上田駅温泉口バス停発10時15分・高齢者福祉センタ一発
23)へ 10時30分、帰り…アクアプラザ上田発センタ一行き12時
・夜間初心者水なれ教室 45分・センタ一発上田駅行き13時)
bとき 5月8日"-'6月30日の毎週火・ 金曜日の週2回 ・マタエティースイミング・ベビースイミング体験教室

午後7時"-'7時50分 じ>定員 10名 (申し込みJI[貢 [> [>とき 5月7日嗣・ 6月4日(桐・ 7月2日闘の3回コー
参加料入館料のほかに、保険料など2000円 b申 ス、マタニティーは午後1時"-'1時50分、ベビースイミ
し込み 4月16日附"-'28日伏)(土・日はのぞく〉に受付窓 ングは午前11時"-'11時50分 じ>対象・定員マタニティー
口へ は妊娠6か月以上のかた20名、ベビースイミングは生後
.夜間水申運動教室 6か月"-'3歳11か月までの乳幼児と母または父10組20名
bとき 5月7日附・ 21日(桐・ 6月4日附・ 18日附午後 (申し込み順) [>参加料 入館料のみ b申し込み
7時"-'7時50分 じ>対象 40歳以上70歳代のかた [>定 4月17日佳)から電話か窓口で受け付け じ>その他健康

員 20名(申 し込みJIW[) [>参加料入館料のほかに、レッ に注意し、妊婦は主治医の許可を、乳幼児は健診を受け

スン料1回100円 b申し込み電話か受付窓口へ てください。

「世界一周歩け走ろう事務局」開設

ウォーキングコース完成.ノ

教育「
藤
原
京
・
平
城
京
の

時
代
を
学
ぶ
会
」
開
講

信
濃
国
分
寺
資
料
館

(固
⑫
8
7
0
6
)

藤
原
京
や
平
城
京
の
時
代
の

7
世

紀
か
ら

8
世
紀
に
か
け
て
の
古
代
史

を
学
習
し
ま
す
。

マ
と
き

5
月

i
来
年

3
月
の
毎

月

1
回
土
曜
日
(
第

1
回
目
は

5
月

9
日
)
午
後

2
時

1
4時

マ
と
こ

ろ
信
濃
国
分
寺
資
料
館
講
堂
マ

講
師
上
回
女
子
短
期
大
学
教
授
・

塩

入

秀

俊

さ

ん

マ

定

員

別

名

マ
受
講
料

2
0
0
0円

(全
国
分
)

マ
テ
キ
ス
ト

「
日
本
書
紀
」

(
5
)
岩
波
文
庫
を
使
用
し
ま
す
。

マ
申
し
込
み
電
話
で
信
濃
国
分

寺
資
料
館
ま
で

「
親
子
歴
史
体
験
教
室
」

開
講

信
濃
国
分
寺
資
料
館

(固
⑫

8
7
0
6
)

古
代
の
夢
と
ロ
マ
ン
を
タ
イ
ム
パ

ト
ロ
ー
ル
す
る
古
代
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

に
親
子
で
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

マ
と
き

5
月
間
日

i
m月
打
日

の
土
曜
日
叩
回
、
午
後

2
時

1
4時

マ
と
こ
ろ
信
濃
国
分
寺
資
料
館

[8J 

ほ
か

マ
対

象

小

学

校

4
年
生
以

上
中
学
生
ま
で
と
そ
の
親
マ
定
員

初
名

マ
参
加
料

1
5
0
0円

マ
申
し
込
み
電
話
で
信
濃
国
分

寺
資
料
館
ま
で
。

4
月
お
日
出
か
ら

受
け
付
け
ま
す
。

10.4.16 

期日 ァーマ 内容

5/16 {好所をえらびて建てよJ 国分寺周辺を歩〈・瓦や
5/23 ーその地と背景!こアプローチー 土器などにさわってみる

6/13 阜弥呼の鏡 石こうを耕に鑑つ〈り・

7/18 一心の宝を守る鏡っくり一 森将軍塚古境館見学

7/25 赤い土器 箱清水土器っくり・

8/1 一作者の祈りと願い一 ベンガラで赤〈ぬる

9/12 古代のおしゃれ工房 滑石で耳飾り
9/26 一割tのアクセサリー一 っくり

10/10 最古のハンター 頁岩で尖頭器
10/17 ーその智恵と勇気一 っくり

「
わ
が
ま
ち
上
回
」
を

考
え
る
ス
タ
ッ
フ
募
集

中
央
公
民
館

(固
⑫
0
7
6
0
)

中
央
公
民
館
で
は
、
地
域
の
現
状

や
課
題
を
学
び
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

の
上
田
に
つ
い
て
考
え
る
講
座
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

こ
の
企
画
や
運
営
の
お
手
伝
い
を

し
て
く
だ
さ
る
か
た
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
「
地
域
守つ
く
り
に
興
味
が
あ

る
」
「
み
ん
な
で
地
域
の
こ
と
を
学

び
た
い
」
と
い
う
皆
さ
ん
、
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

マ
締
め
切
り

5
月
日
日
働

マ

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
中
央
公
民

館
「
わ
が
ま
ち
上
田
」
係



スポーツ教室参加者募集

(各教室とも、対象は市内在住か在勤の一般男女〉

・楽しく体力づくり(春期)

bとき 5月15日"-'7月31日の金曜日 10回午後7時30
分"-'9時 bところ市民体育館 じ>参加料 2000円
b申し込み 4月17日働"-'5月8日佳)に参加料を添
えて体育課まで

.車球・ラージボール車球

bとき 5月23日"-'10月17日の土曜日10回午前9時30
分"-'11時 bところ 勤労者体育センタ- [>定員 20 
名 b参加料 3000円 b申し込み 4月17日(針"-'5
月15日陰)に参加料を添えて体育課まで
・レクリエーション車球

bとき 5月1日"-'9月9日の金曜日 10回午後7時30
分"-'9時 bところ 勤労者体育センタ- [>定員 20 
名 じ>参加料 3000円 b申し込み 4月17日佳J"-'4
月27日(月)に参加料を添えて体育課まで
圃ナイターテニス

bとき 5月19日"-'6月18日の火・木曜日10回午後7
時"-'8時30分 bところ市営西コート じ>定員 60名
じ>参加料 5000円 b申し込み 4月17日佳J"-'5月
8日(金)に参加料を添えて体育課まで
.バスケットボール(前期)

bとき 6月3日"-'9月9日の水曜日14回午後7時30
分"-'9時 bところ 市民体育館(半面) じ>定員 30 
名 じ>参加料 3000円 b申し込み 4月17日陰J"-'5 
月22日(金)に参加料を添えて体育課まで

体育課固⑫5105

市民ゴルフ大会
bとき 5月31日(日)雨天決行 bところ 菅平カントリー
クラブじ>対象市内在住か在勤の一般男女 b定員
200名 (50組、申し込みJI国) じ>参加料 1人3000円 (別
途にプレイ代 14000円、食事込み) じ>競技内容 18ホー
ルズ・ストロークプレー、ハンデ、ィキャップは新ぺリア方式

(同ネットの順位はハンデ、ィ・生年月日の順によります)

b申し込み 4月20日(月)"-'5月15日(針に参加料、出場者
の氏名・住所、代表者連絡先を添えて体育課まで (なるべ

く4人1組でお申し込みください)

スポーツ少年団新入団員募集

上田市スポーツ少年団事務局固⑫9400
上田市スポーツ少年団では、引き続き平成10年度の新入
団員を募集しています。種目、対象など、詳しくは上田市

スポーツ少年団事務局まで。

第15回全国一斉ウオークラリー上回大会
ウオークラリーは、コース図をたよりに、コース内に出題

されている課題を解きながら歩く野外ゲ-L..o ご家族お友

達と、初めてのかたもお気軽にどうぞ。

bとき 5月17日旧)雨天決行 じ>集合場所 清明小学校
[>参加料 1チーム 700円 じ>持ち物 昼食、雨具
じ>チーム編成 チームは3"-'6名で編成し、チーム名をつ

けてくださし'0(チーム名コンテストがありますのでユニーク
なチーム名をお待ちしています [>申し込み 5月12日
ωまでに参加料を添えて体育課まで (当日申し込みも可、
ただしチーム名コンテストは参加できません)

「
夏
休
み
海
外
派
遣
事
業
」

参
加
者
官
室
m

側
国
際
青
少
年
研
修
協
会
(
干

mー
0
0

0
4東
京
都
新
宿
区
田
谷

2
の
け
大
村
ビ

ル
3
階
固
0
3
1
3
3
5
9
1
8
4
2
1)

海
外
で
の
生
活
体
験
を
通
し
て
民

族
や
言
葉
・
習
慣
の
違
い
を
超
え
て

「
人
間
と
し
て
共
感
す
る
」
こ
と
を

学
ん
で
も
ら
お
う
と
、
文
部
省
所
管

の
(
財
)
国
際
青
少
年
研
修
協
会
で

は
、
小
・
中
・
高
校
生
の
た
め
の
国

際
交
流
「
夏
休
み
海
外
派
遣
事
業
」

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

マ
派
遣
先
ア
メ
リ
カ
・
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
・
カ
ナ
ダ
・
イ
ギ
リ
ス
の

6
か
国
日
事
業

マ
対
象

小

学

5

年
生
か
ら
高
校
3
年
生
マ
申
し
込

み
締
め
切
り

5
月
刊
日

ω
マ
資

料
請
求
・
問
い
合
わ
せ

際
青
少
年
研
修
協
会
へ

(
財
)
国

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念

カ
レ
ン
ダ
ー
を
販
売

体
育
課

(固
⑧
5
1
0
5
)

愛
ら
し
い
ス
ノ
!
レ
ッ
ツ
が
描
か

れ
た
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念

カ
レ
ン
ダ
ー
を

1
0
0部
限
定
販
売

し
ま
す
。

マ
販
売
日
時

4
月
幻
日
叩
午
前

9
時
か
ら
マ
販
売
場
所
上
田
市

教
育
委
員
会
体
育
課
マ
価
格

1

5
0
0
円
(
消
費
税
込
み
)

マ

販

売
方
法
先
着
順

(
現
金
払
い
、

1

人

3
枚

ま

で

)

マ

そ

の

他

電

話

等
で
の
予
約
は
受
け
付
け
ら
れ
ま
せ

ん
の
で
、
当
日
、
体
育
課
窓
口
で
購

入
し
て
く
だ
さ
い
。

リード
オルガン
演奏会

~なつかしい足踏みオルガンで~
旧宣教師館でのリードオルガンによる初

めての演奏会です。

5月21日帰午後6時30分間演
旧宣教師館(下之郷・リサーチパーク内)

マ入場料一人500円
マ演 奏 久世望さん(上回新参町教会牧師〉

マプログラム 主よ、人の望みの喜びよ/

ラ・クンパルシータ/月の砂漠を ぼか

マ申し込み 4月23日(桐から文化課
(固③51 02)で受け付けます。
マ定員 30人 (申し込み順)

70.4.76 [9J 



『
休
日
・
夜
間
の
医
療
情
報
』

は
上
田
中
央
消
防
署
(
固
⑫
0
1
1
9
)
・
上
田
南
部
消
防
署
(
固
⑧
0
1
1
9
)
ヘ
問
い
合
わ
せ
を
。
診
察
可
能
な
医
療
機
関
を
紹
介
し
ま
す
。

[10J 

参考にして接種の可否を決めるので、接種できない場

合もあります)。 ④ポリオ・麻しんの予防接種を受

けた幼児は、 4週間は予防接種を受けられませんO ま

た、日本脳炎予防接種後1週間は他の予防接種が受け

られませんO

E 予防接種後の副反応は
ー2日以内に37.50C以上の発熱が100人中 1人以下
にみられます。注射部位の発赤・はれ・痛みがみられ

ることがありますが、 100人中 1""'3人以下です。

.日本脳炎予防接種実施計画表

E D U G H 

ド
T L A E H 

健康推進課 I 

会場 一回目 二回目 対象地区

上田市役所南庁舎 5月6日 5月22日 南部・中央
2階保健センター (水) (金) 西部(下紺屋町・鎌原)

川辺町会館
5月8日 5月26日 川辺(上田原・川辺町・童|
佳) (木) 升・下之条)

文化センター
5月8日 6月4日 東部・神川(上堀・国分) I 
信長) (木) 神科(染屋

塩田母子 5月12日5月26日
健康センター (刈 (火)

中塩田

)11 西 社 d3b玄. 5月12日 6月4日 川西・泉田
福祉センター (火) (木) 川辺(築地・東築地)

5月13日 6月5日
ネ申平↓(伊勢山・富士見台・畑

上野が丘公民館
山・住吉が丘・野竹・神

(水) (金) 科新屋・西野竹・笹井・
川原・岩門)

西部公民館
5月13日 6月5日 西部(下紺屋町・鎌原を除く)
(水) (金) 塩尻

城南公民館
5月15日6月10日 城下(中之条・千曲町〉
(金) (水)

5月15日6月10日
神科(長島・大久保・金剛

上野が丘公民館
(金) (il<l 

寺・蛇沢・金井)
豊殿

川辺町会館
5月19日6月11日 川辺(神畑〉
(火) 体) 城下(中之条・千曲町を除く)

塩田母子 5月19日6月11日
東塩田・西塩田・別所

健康センター (火) (ボ

文化センター 5月20日 6月9日
ゴヒ部3階大会議室 (水) (火)

神川地区公民館
5月20日 6月9日 ネ申)11(上堀・国分を除く)
(水) (火)

種別 開設日 受付時間

一般健康相談・健康診断 毎月第2・4火曜日 午後1時'"'-'2時

エイズ相談・血液検査 毎週水曜日・木曜日 午前9時"-'9時30分

母子専門相談 毎月第4月曜日 午後1時30分"-'3時

難病生活相談 毎月第4月曜日 午後1時30分"-'3時

(固⑫7149).上田保健所で健康相談開催

※祝祭日はお休みです。開設日は電話で確認くださ L¥0 

この他にも各種相談を開設しています。お問い合わせください。

(固③8244)

じ>対象者 ①初回:平成6年6月1日~平成7年 1

月31日の聞に生まれたお子さん。 4月の個別接種対象

者(平成7年2月1日から平成7年9月30日生まれ〉

で未接種のお子さん ②追加:平成9年度に集団接種

または個別接種で初回の2回を接種しであるお子さん

③平成6年5月31日以前に生まれ、初回・追加が完

了していないお子さん(ただし7歳6か月未満) [> 

接種方法 ①初回 :1""'4週間隔で O. 5mlず、つ 2

回 ②接種追加:初回接種後、約1年後に O. 5ml 

を1回接種 じ>受付時間午後1時30分から2時10分

まで(受付時間終了が早くなりましたので、ご注意く

ださしサ じ>持ち物母子健康手帳じ>注意事項 ①

予診票は会場に用意しでありますO ②体温は会場で

測定してください。 ③治療中の病気や経過をみてい

ることがある場合には、主治医に前もって相談し、診

断書または意見書をもらってください(当日接種医が

.日本脳炎予防接種[集団予防接劃

-、，.、，.、，.、，.、，.、， .、~ .

[>受付時間 ①乳幼児健康診査(4か月児・10か月児・

1歳6か月児・3歳児)…午後1時'"-'2時②2歳児教室…

午後1時'"-'1時15分 じ>持ち物①乳幼児健康診査…母

子健康手帳、健康診査票、パスタオル、おむつ、赤ちゃ

ん手帳、歯ブラシ(1歳6か月児)04か月・10か月・ 1

歳6か月児は赤ちゃん手帳の中にある健康診査票に記入

してお持ちくださし ¥0 3歳児は、健康診査票と視聴覚検

査のアンケートをお送りしますので、ご記入のうえ、お

持ちください。また、尿検査の容器もお持ちください。

②2歳児教室…母子健康手帳、おたずね用紙、歯ブラ
シ、コップ、おやつ代(実費)、おやつ用はし・スプーン・

フォークなどとお皿

(市役所南序舎2階)

健康診査 実施日 生年月日

4カ月
5月15日 9.12.16~12.31 

5月19日 10.1.1 ~ 1.15 

10カ月
5月8日 9. 6 .16~ 6.30 
5月29日 9.7.1 ~7.15 

1歳6ヵ月
5月7日 8.10.16~10.3 1 

5月28日 8.11.1 ~11.15 

3歳
5月11日 7 .4.1 ~4.15 
5月26日 7.4.16~4 .3 0 

2歳児教室
5月12自 8.2.1 ~2.15 
5月278 8. 2 .16~ 2.29 

-保健センター

70.4.76 
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新
し
い
出
会
い

市
内
刊
の
小
学
校
で
入
学
式

4
月

4
日
、
市
内
の
小
学
校
で
一
斉
に
入
学
式
が
行

わ
れ
、

1
2
5
3名
の
新

1
年
生
が
誕
生
し
ま
し
た
。

こ
こ
東
小
学
校
で
は
、
来
年

4
月
の
第
一
中
学
校
の

移
転
開
校
に
伴
い
、
今
年
度
か
ら
通
学
区
が
変
更
に
な

っ
た
岩
門
自
治
会
の
児
童
及
び
保
護
者
の
皆
さ
ん
も
出

席
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
が
、
新
し
い
学
友
と
の
出
会
い
に
期
待
を

こ
め
て
入
学
式
に
の
ぞ
み
ま
し
た
。

在校生が歌う校歌を聞く新 1年生

在校生に歓迎されながら入場しました

新しいランドセルを背に記念撮影

10.4.16 
「
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n い

暮
ら
し
に
潤
い
と
彩
り
を

文
化
公
演
事
業
が

始
ま
り
ま
す

教
育
委
員
会
で
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
芸
術
・
文
化
へ
の
関
心
の
高
ま

り
に
こ
た
え
、
優
れ
た
芸
術
・
文
化

を
気
軽
に
、
身
近
に
楽
し
め
る
よ
う

な
環
境
ο

つ
く
り
を
目
指
し
て
、
こ
れ

ま
で
の
文
化
公
演
事
業
を
さ
ら
に
充

実
さ
せ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、

上
田
市
出
身
の
山
岸

宜
公
さ
ん
と
博
さ
ん
の
ご
兄
弟
を
迎

え
た
東
京
ア

l
テ
ィ
ス
ツ
合
奏
団
の

公
演
を
は
じ
め
と
し
た
こ
れ
ま
で
の

ク
ラ
シ
ッ
ク
、
伝
統
文
化
に
加
え
、

小
椋
佳
企
画
出
演
の
舞
台
や
、
小
林

靖
宏
ア
コ

ー
デ
ィ
オ
ン
コ
ン
サ

ー
ト

な
ど
、
幅
広
い
公
演
を
予
定
し
て
い

ま
す
。各
公
演
の
開
演
時
間
、
入
場
料
な

ど
に
つ
い
て
は
、
そ
の
つ
ど
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

1
0
2
)
 

文
化
課
(
固
③

5

[12J 

会
員
募
集
中
/

送
り
し
ま
す
。

マ

会

員

個

人

会

員

お

よ

び

家

族

一

(

同

居

)

会

員

一

マ
年
会
費
個
人
会
員

2
0
0
0
円

家
族
会
員

3
0
0
0
円

マ
有
効
期
間
入
会
し
た
日
か
ら
次

の
3
月
幻
日
ま
で
有
効

マ
問
い
合
わ
せ
上
田
市
文
化
友
の

会
事
務
局
圃
⑫

0
7
6
2
(市
民
会
一

館
内
)
固
⑫

5
1
0
2
(文
化
課
)

70.4.76 

上
田
市
文
化
友
の
会
で
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
が
芸
術
・
文
化
に
よ
り
親

し
み
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

上
田
市
の
文
化
情
報
の
提
供
や
、
文

化
公
演
事
業
の
入
場
料
へ
の
補
助
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
友
の
会
独
自
に

交
流
会
や
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

申
し
込
み
方
法
な
ど
は
、
下
記
友

の
会
事
務
局
ま
で
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
資
料
を
お

平成10年度文化公演事業

期日 公演名 4云~~萄B 

小椋佳企画出演ミュージカル 上 田
6月24日(水)
歌謡り 「ー休恋慕」 市民会館

モーツアルトをあなたに 上田市6月26日(金)
山岸宜公東京アーティ スツ合奏団 文化会館

スクリーンのない映画館 上田市
7月8日(水)
マルセ太郎のロードショー 文化会館

文化講演会
上 田

8月2日(日)
創造館

第2回上田城薪能
上 田

8月27日(木)
城跡公園

ウィーン室内アンサンプル
上田市

9月21日(月)
文化会館

)1;-マニア少年少女合唱団
上 田

9月26日(土)
市民会館

小林靖宏アコーデ、イオンコンサート
上田市

12月
文化会館

新春寄席 上田市
1月9日(土)

三遊亭楽太郎ほか 文化会館

ニューイヤーコンサー卜 上 悶
1月22日(金)
ウィーン・ヨハン・シュトラウス管弦楽団 市民会館

ジャズコンサート 上田市
2月

佐藤允彦トリオ 文化会館



舞
う
て
ご
ら
ん
よ

舞
う
て
み
な
さ
れ

乙
の
奔
い
を

生
の
証
し
を
・
・
・

生徒市内の児童
博物館などの

観覧料が無料に/

• 

万根麻理子(ポップス〉 松永栄子(声楽)

内山みゆき(民謡〉 伊藤多喜雄(民謡)

東家浦太郎(浪曲) 岩崎晴龍(琵琶歌)

小椋佳

S席5500円
A席4500円
(全席指定・税込)

[4/16よりチケット発売]
マプレイガイド 上田市民会館・

上田市文化会館・琴光堂楽器庖

上田西武ほか

マ問い合わせ 上田市民会館

固②0762

マ入場料

6月24酬

出演

上田市と上田市教育委員会では、今年度から、市

内に居住している小学生・中学生・高校生の博物館

などの観覧料を無料にします。

これは、子どものときからふるさと上田の歴史や

文化が理解できるよう本物の資料や絵画に親しんで

もらうことを目的に実施するものです。

小学生・中学生については、各学校を通じて施設

の共通招待券(1年間有効)を配布します。高校生に

ついては、施設の窓口で共通招待券を交付します。

利用できる施設は、次のとおりで、すO

.菌~t:.'I1.・由医事t:llm.

上田市民会館
ホール

ーモーツアルトをあなたに-
東京アーティスツ合奏団
Tokyo Artists Ensemble 

K.525 
ほか

指揮/山岸宜公 ホルンソロ/山岸

演奏/東京アーティスツ合奏団

プログラム/アイネ クライネナハトムジーク

ト長調、ホルン協奏曲第4番K.495変ホ長調

博

一般3000円
(全席自由〉

[4/16よりチケット発売]
マプレイガイド 上田市文化会館

上田市民会館

琴光堂楽器庖

上田西武ほか

上田市文化会館

固②0760

マ入場料

6月26附

l日 資信 上 山 ↑専
π日b ，ア辰盛包

田
本

鼎5E2九教 料国
櫓 l成 物

施
E支

師 分 ，，t色品、

主官 館寺 門櫓 主官 館

力 し '千ー時明ムロt きま i三'県宝
育 民美術品農と 本鼎山

上代か 上
式様ン 建て

て型の 料b資のて の 歴回の 第ら 域が国

市重α〉てれたら Iこ
の内器とE
展絵j由 史が 2 築 内

文化のです アリ 婦教人宣師の
部復

刀れきて L童自由宅 見画など直
次大 か 容

を元 分か戦れた

すまC ので 見さ
す2ま戦メア イ宅主

国の 学れ 百てL ま、; 面教 作白
での 国時

リと 分資 でた

下之
分寺史国 道1箇8 

上 上 上
国 田 回

銀R 城跡 城跡 城跡
所在地

パリ 跡噌線7 
!サ 公 公 公

内ク チ! 公沿 国内 圏内 圏内
闘内 いの

⑩ O ⑫ 8 ⑫ ⑫ 2 ⑫ 

話番τ電7 5 7 2 6 2 
4 O 7 9 7 
8 6 4 3 4 

.招待券で入館できる施設

-由~彊t:.II_菌匠3・I!JI.'II.

上田市文化会館
ホール

《休館日》

毎週水曜日、祝日の翌日、年末年始

ただし、「博物館Jr山本鼎記念館Jr上田城櫓・
櫓門」は8月から10月まで無休で開館。「上田城

櫓・櫓門」は11月から翌年3月まで閉館します。
マ問い合わせ

10.4.16 [13J 
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文
芸
欄
の
短
歌
・
俳
句
・
川

柳
の
各
部
門
で
こ
の
ほ
ど
平
成

9
年
年
間
優
秀
作
品
が
決
ま
り
、

3
月
刊
日
表
彰
式
を
行
い
ま
し

た
。昨
年

一
年
間
に
投
稿
さ
れ
た

作
品
数
は
、
短
歌
が

1
8
5
2

首
、
俳
句
が

1
7
8
0旬
、
川

柳
が

9
8
2
句
で
す
。
こ
の
多

数
の
作
品
の
中
か
ら
各
部
門
の

選
者
の
先
生
が
た
に
、
そ
れ
ぞ

れ
最
も
優
秀
な
作
品
を
選
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

一ーや
4

ま
ぴ
主

キ
ャ
シ
プ

参
加
者
募
集

清
明
小
学
校
で
は

3
月

打

目

、

長

一

;

・

;
!
J

や
ま
び
こ
キ
ャ
ン
プ
は
、
不
登
校
一

野
。ハ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
た
轟

一一
の
子
ど
も
た
ち
ゃ
学
校
生
活
の
中
で
一

康
憲
選
手

(長

野

市

)

を

招

待

し

、

一

-

一
自
分
の
力
を
発
揮
し
た
り
、
表
現
す
一

パ
ラ

リ

ン

ピ

ッ

ク

に

参

加

し

て

体

験

一

-

一
る
こ
と
が
苦
手
な
子
ど
も
た
ち
を
対
一

し
た
こ
と
感
じ
た
こ
と
な
ど
、
さ
ま

J

一
象
に
、
豊
か
な
自
然
の
中
で
の
自
由
一

ざ
ま
な
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

一
で
伸
び
伸
び
と
し
た
活
動
と
共
同
生
一

た
。

一
活
を
通
し
、
自
主
性
と
社
会
性
の
育
一

こ
の
交
流
は
、
同
校
の

5
・
6
年
・
一
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
設
一

生
が
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ス
ー
パ
ー
-

〉

大
回
転
を
観
戦
し
、
そ
の
感
動
を
伝
一
し
ま
す
〈

一

一
マ
と
き

え
よ
う
と
、

6
年

1
組
の
児
童
が、

一次・

:
6
月
6
日
働
j

7
日

制

一

出
場
し
た
選
手
に
手
紙
を
出
し
た
と
一

二
次
・

:
8
月
1
日
頃

j
3
日

明

一

こ
ろ
、

轟
選
手
か
ら
学
校
を
訪
問
し

三
次
・
・
・
叩
月

1
日
劇

j
3
日
む

た
い
と
連
絡
が
あ
っ
た
た
め
実
現

し

一

(

(

一

一一
〉
と

こ

ろ

須

坂

青

年

の

家

一

ま
し
た
。

一
マ
参
加
資
格
小
学
校

4
年
生
か
ら
一

轟
選
手
は
、
同
校
出
身
の
奥
さ
ん
一

中
学
校

3
年
生
ま
で
一

と
共
に
訪
れ
、
競
技
の
ビ
デ
オ
の
上
一

ュ

ー

一

マ
募
集
人
員
約
別
名

映

や

講

演

の

後

、

児

童

カ

ら

の

し

く

一

一

一一
〉
参
加
料
一
次
・

:
3
0
0
0
円

つ
も
の
質
問
に
丁
寧
に
答
え
て
い
ま
一

一一

・
三
次・

:
4
0
0
0
円

一

し
た
。

一

I
l
l
1
1
1
l
i
l
i
a
-
-
I
l
l
1
一
マ
申
し
込
み
各
学
校
の
担
任
の
先
一

中

央

公

民

館

一

生

一

ビ

デ

オ

コ

ン

ク

ー

ル

で

入

賞

/

一

マ
申
し
込
み
期
限

5
月

6
日

制

一

，

‘

.

一

マ
そ

の

他

一

の
i
」
で
、

5
月
ロ
日

ω上
田
ケ
1

・

や
ま
び
こ
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
一

ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン

(
l
d
)

で

放

映

さ

一

-た
場
合
、

登
校
日
扱
い
に
な
り
ま
一

れ
ま
す
。

一

〉
す
c

で
き
る
だ
け
全
日
程
の
参
加
一

ま
た
、
市
内
公
民
館
で
は
、
受
賞
一

を
お
願
い
し
ま
す
。

作

品

の

ほ

か

に

も

教

材

ビ

デ

オ

の

貸

一

-

D

、

j

一
マ
問

い

合

わ

せ

一

し
出
し
を
し
て
い
ま
す
c

ご

荊

用

く

一

-生
涯
学
習
課
(
固
⑫
5
1
0
3
)

だ
さ
い
。

一

10.4.16 

3月16日、教育委員会で行った表彰式で。

前列左から、宮本さん、小林さん、清水さん

後列左から、宮崎先生、我妻教育長、矢島先生、

山崎先生

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
の

轟
選
手
、
感
動
を
あ
り
が
と
う

清
明
小
学
校
で
交
流
会

教育うえだ・文芸

|平成9年年間優秀作品決定〆 1

片'
缶

本

常
雄
さ
ん

(
御
所
)

短

歌

父
母
を
尋
ね
求
り
し
日
本
に

然
、
に
え
え
な
く
孤
児
帰
り
ゆ
く

(
選
者
講
評
)
戦
争
が
い
か
に
無
惨
な
も
の
か

戦
後
日
余
年
今
も
な
お
新
し
い
。
深
い
感
慨
が

よ
み
が
え
リ
人
々
の
心
を
打
つ
。

{J~ 

句

悦
子
さ
ん

じ
っ
と
し
て
居
ら
れ
ぬ
ほ
ど
の
春
日
か
な

(
選
者
講
評
)
よ
ほ
ど
暖
か
な
よ
い
天
気
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
率
直
に
思
い
の
ま
ま
に
詠
っ

た
の
が
い
い
。
「
春
の
日
」
と
い
う
季
題
を
よ

く
生
か
し
て
い
る
。

小
林

(
倉
升
)

平
成

9
年
度
(
第
鈍
回
)
長
野
県

自
作
教
育
映
画
・
ビ
デ
オ
作
品
コ
ン

ク
ー
ル
の
社
会
教
育
部
門
で
、
中
央

公
民
館
テ
レ
ビ
講
座
委
員
会
制
作
の

作
品
が
佳
作
に
入
賞
し
ま
し
た
。

受
賞
作
品
は
「
桶
ー
そ
の
語
る
も

柳

.•••••• 
官・・・・-
E

・EF

清
水
ゆ
き
子
さ
ん
(
保
野
)

子
の
好
み
そ
れ
と
な
く
よ
け
お
で
ん
鍋

(
選
者
講
評
)
平
凡
な
あ
り
ふ
れ
た
よ
う
な
句

で
あ
る
が
、

「
そ
れ
と
な
く
よ
け
」
に
親
の
愛

情
が
で
て
い
る
。
大
衆
に
わ
か
る
句
前
で
あ
っ
た
。



絵
本
の
楽
し
さ
を
子
ど
も
た
ち
に

さ
と
う
わ
き
こ
絵
本
原
画
展

わ
き
こ
絵
本
原
画
展
」
を
開
催
し
ま

し
た
。さ
と
う
わ
き
こ
さ
ん
は
、
諏
訪
湖

畔
で
「
小
さ
な
絵
本
美
術
館
」
を
主

宰
す
る
絵
本
作
家
で
、
今
回
は
代
表

作
「
せ
ん
た
く
か
あ
ち
ゃ
ん
」
と
ば

ば
ば
あ
ち
ゃ
ん
シ
リ
ー
ズ
の
「
た
い

へ
ん
な
ひ
る
ね
」
の
原
画
を
展
示
し

ま
し
た
。
期
間
中
、
さ
と
う
さ
ん
の

講
演
会
や
「
え
ほ
ん
を
よ
む
会
」
、

絵
本
を
題
材
に
し
た
「
よ
も
ぎ
だ
ん

ご
。つ
く
り
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
行

い
、
さ
と
う
さ
ん
作
の
か
る
た
と
す

ご
ろ
く
を
使
っ
た
「
か
る
た
大
会
」

「
す
ご
ろ
く
大
会
」
に
は
、
お
お
ぜ

い
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。

絵
本
の
楽
し
さ
を
皆
さ
ん
に
知
っ

て
も
ら
お
う
と
、
市
立
図
書
館
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
む
ぎ
わ
ら
ぼ

う
し
の
会
で
は
、

3
月
お
日
か
ら
却

日
ま
で
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
さ
と
う

E
b
E
b除
隊
際
協
除
隊
際
協

・3月定
例
会

3
月
刊
日

ω開
催
し
た

3
月
定
例

会
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。O
審
議
事
項

一
上
田
市
立
小
・
中
学
校
の
通
学

区
域
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

「
セ
レ

l
ノ
八
木
沢
」
自
治
会 「ばばばあちゃんのすごろく大会」

の
発
足
に
伴
う
通
学
区
域
に
関
す

る
規
則
の
変
更
に
つ
い
て
協
議
し

ま
し
た
。

ニ
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
お
よ
び

学
校
薬
剤
師
等
に
関
す
る
規
程
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

学
校
医
等
の
報
酬
の
引
き
上
げ

に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

三
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
広
域

連
合
に
つ
い
て

図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
現
況

と
、
広
域
連
合
の
概
要
に
つ
い
て

協
議
し
ま
し
た
。

真田氏の新史料

市誌編さん室岡⑫9741

上
田
城
を
築
き
上
田
の
町
の
基
礎

を
築
い
た
真
田
氏
。
こ
の
真
田
氏
に

つ
い
て
は
近
年
、
地
元
だ
け
で
は
な

く
全
国
的
な
レ
ベ
ル
で
も
研
究
が
一

段
と
進
み
、
い
く
つ
も
の
新
史
料
が

見
つ
か
る
と
と
も
に
、
例
え
ば
次
の

よ
う
な
新
し
い
見
解
が
打
ち
出
さ
れ

て
き
て
い
ま
す
。

白
井
城
代
真
田
昌
幸

天
正

3
年

(
1
5
7
5
)
の
長
篠

の
戦
い
で
の
兄
二
人
の
戦
死
に
よ
り

昌
幸
は
真
田
家
を
継
ぎ
ま
し
た
。
そ

の
あ
と
昌
幸
は
、
父
幸
隆
や
兄
信
綱

あ
が
っ
ま

に
続
い
て
、
そ
の
ま
ま
上
州
吾
妻
郡

の
支
配
・
防
衛
に
あ
た
っ
た
よ
う
に

今
ま
で
は
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
は
誤
り
で
昌
幸
は、

天
正

7
年
ま
で
は
、
武
田
氏
の
属
城

し
ろ
い

で
あ
っ
た
白
井
城
(
現
群
馬
県
北
群

馬
郡
子
持
村
)
の
城
代
と
し
て
、
同

城
周
辺
の
白
井
領
の
支
配
を
担
当
し

て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
昌
幸
は
本
原
(真
田
町
)

等
の
真
田
氏
の
領
地
を
継
承
す
る
一

い
わ

方
で
、
武
田
氏
の
配
下
と
し
て
、
山
石

ぴ
つ橿
城
(
吾
妻
郡
)
に
で
は
な
く
、
こ

の
期
間
は
主
に
白
井
城
に
在
城
し
て

い
た
も
の
で
し
た
。

真
田
昌
幸
の
密
書

こ
の
ほ
か
に
も
次
の
よ
う
な
興
味

め
い

深
い
史
料
l

昌
幸
が
武
田
氏
の
命
に

よ
り
、
沼
田
城
の
攻
略
に
と
り
か
か
っ

て
い
た
天
正

8
年

(1
5
8
0
)
8

月
に
、
そ
れ
ま
で
敵
方
で
あ
っ
た
藤

田
信
吉
に
宛
て
た
書
状
ー
が
発
見
さ

れ
て
も
い
ま
す
。

御
懇
札
(
丁
寧
な
お
手
紙
)
快
然
に

そ

う

ろ

う

お

お

候
。
よ
っ
て
御
亡
父
先
年
当
方
ど
仰

ど
こ
ろ

せ
合
わ
せ
ら
れ
候
処
・
・
・
よ
し
み
御
失

む

に

念
な
く
、
今
度
無
ニ
御
忠
信
を
ぬ
き

ん
で
ら
れ
・
:
御
誓
紙
に
預
か
リ
、
誠

に
比
類
な
さ
次
第
に
候
。
此
の
上
は

し
ん
じ
よ
う

無
ニ
申
し
合
わ
せ
候
。
御
身
上
の
儀

し
よ
も
う

ち
そ
う

も
御
所
望
の
如
く
馳
走
せ
し
む
べ
く

候
。
此
の
所
い
さ
さ
か
も
御
疑
心
有

る
べ
か
ら
ず
候
。
そ
の
た
め
・
:
誓
紙

相
認
め
、
真
下
方
眼
前
に
お
い
て
心

血
を
染
め
、
こ
れ
を
進
め
候
。
然
る

上
は
引
き
詰
め
ら
れ
候
て
、
一
両
日

中
に
御
趣
意
を
合
わ
せ
ら
れ
御
忠
節

も
っ
と
も
に
候
。
の
び
の
び
に
候
て

は
、
自
然
時
宜
露
見
候
へ
ば
、
貴
殿

た

め

そ

御
為
大
切
に
候
。
其
の
御
心
専
用
に

候
0

・
:
て
だ
て
の
様
子
直
に
申
し
合

わ
す
べ
く
候
。
恐
々
謹
、
一
=
ロ
。

こ
う

む

お

ん

追
っ
て
、
仰
せ
を
蒙
る
旨
、
深
く
隠

み
つ密
せ
し
め
候
。
御
心
安
か
る
べ
く
候
。

た

だ

あ

い

だ

但
し
御
さ
く
い
に
候
問
、
当
陣
へ
跡

お

わ

リ

の

か

み

う

え

も

ん

の

じ

よ

う

か

た

ま

か

部
尾
張
守
・
土
屋
右
衛
門
尉
方
罷
リ

立
た
れ
候
問
、
両
人
に
計
リ
申
し
聞

か
せ
候
。
彼
の
人
も
無
ニ
申
し
合
わ

ひ
っ
き
ょ
う

せ
ら
る
べ
き
旨
に
候
問
、
畢
克
、
其

も

と

お

と

と

の

の
許
の
御
調
い
肝
要
に
候
。

[15J 

こ
れ
は
昌
幸
と
藤
田
と
の
服
属
交

渉
に
際
し
て
の
も
の
で
す
が
、
昌
幸

か
ら
藤
田
に
対
し
て
、
そ
の
亡
父
以

よ
し
み

来
の
旧
交
の
誼
に
よ
っ
て
武
田
方
へ

の
寝
返
り
を
働
き
か
け
た
と
こ
ろ
、

藤
田
か
ら
承
知
し
た
旨
の
誓
紙
が
送

ら
れ
、
こ
れ
に
対
し
て
昌
幸
は
藤
田

の
身
上
(
領
地
等
)
を
保
障
す
る
た

め
、
藤
田
の
使
者
の
眼
前
で
こ
の
誓

紙
を
認
め
た
う
え
、

一
両
日
中
に
沼

田
城
攻
略
の
打
ち
合
わ
せ
を
し
た
い
、

な
ど
と
し
て
い
る
も
の
で
す
。

一
般
に
右
の
よ
う
な
戦
陣
で
や
り

取
り
さ
れ
た
い
わ
ば
密
書
が
、
今
に

伝
わ
る
こ
と
は
、
ご
く
ま
れ
な
こ
と

で
す
。
真
田
氏
関
係
の
史
料
と
し
て

は
、
も
ち
ろ
ん
こ
れ
が
初
め
て
明
ら

か
に
な
っ
た
も
の
で
す
。
昌
幸
の
息

づ
か
い
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
な
生
々

し
い
内
容
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
新
史
料
の
発
見
も
あ

り
、
有
名
な
存
在
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

意
外
に
研
究
の
進
ん
で
い
な
か
っ
た

真
田
氏
に
つ
い
て
、
新
し
い
事
実
が

次
々
に
解
明
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

新
し
い
真
田
氏
像
に
つ
い
て
も
、
市

誌
の
発
刊
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

10.4.16 



日
明
恒
神

畑

近

藤

雅

二
一
万
三
千
の
観
衆
わ
か
す
大
ジ
ャ
ン
プ

声

は

ひ

と

つ

に

遠

山

に

こ

だ

ま

す

手

塚

池

田

五

郎

ラ

l
ヂ
ヒ
ル
心
一
つ
の
金
メ
ダ
ル
五
輪

文

飾

る

男

の

浪半

過

石

井

益

一

問

時

漸

く

に

オ
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